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序

香美市は、四万十川、仁淀川と並ぶ県下三大一級河川のひとつである物部川の悠久

の流れに抱かれ、歴史と文化を培ってきました。物部川、回分川、吉野川の源流域か

ら高知平野の北東部に位置し、市の約 9割を占める森林の多 くは、剣山特定公園、奥

物部県立自然公園、龍河洞県立自然公園に指定されています。

日本でも有数の石灰岩の鍾乳洞である龍河洞をはじめ、江戸時代に建造された大規

模な農業用水取入堰跡である山田堰など、数多 くの文化財があります。また、国指定

無形民俗文化財であるいざなぎ流御祈祷、土佐打刃物や高知県東部特有の染物である

フラフの生産などのすばらしい歴史と文化を受け継 ぎ次代へ伝承することは、現代の

我々に課せ られた責務であると考えます。

今回調査を実施した明治地区には、高柳土居城跡をはじめとする中世の遺跡や弥生

時代の集落跡である原遺跡があります。このたび報告書として刊行することにな りま

した本書が、今後の研究や文化財保護思想の普及の助けとなり、先人の残 した歴史遺

産を将来守 り伝えていくきっかけとなれば幸いです。

最後になりましたが、地元関係者の方々、発掘調査から整理作業に至るまでにご協

力いただきました皆様、高知県文化財団埋蔵文化財センター、高知県教育委員会に対

し、厚 くお礼申しあげます。

平成 21年 3月

香 美 市 教 育 委 員 会

教 育 長 明 石 俊 彦



例   言

1.本書は、香美市立保育園建設に伴う事前の発掘調査についての報告書である。

2.遺跡は、高知県香美市土佐山田町字赤シサイに所在する。

3.調査期間

試掘確認調査は平成 19年 12月 20日 から12月 28日 、発掘調査は平成 20年 1月 8日 から2月

18日 まで実施した。

4. 調査茸ヽ常J

平成19年度 香美市教育委員会 教育長    原  初恵

教育次長   福島 勇二

生涯学習課長 几内 一秀

平成20年度 香美市教育委員会 教育長    明石 俊彦

教育次長   鍵山 仁志

生涯学習課長 九内 一秀

5。 調査対象面積  5,600だ    発掘調査面積 652∬

うち、試掘確認調査面積は72ど、本発掘調査面積は 580どである。

6.本書の執筆は小林麻由 (香美市教育委員会生涯学習課)が行なった。

7.遺構については、SK(土坑)、 SX(性格不明遺構 )、 SR(自然流路)、 P(柱穴)で標示した。

8.試掘確認調査及び発掘調査にあたっては、幼保支援課長山崎泰広、幼保支援係長和田雅充及び

地元地区の方々や関係者より全面的な協力を得た。記して謝意を表したい。

9.発掘作業及び整理作業には下記の方々に従事していただいた。記して謝意を表します。

発掘調査 :尾崎英子、公文章仁、竹崎寛将、竹崎芳子、竹村君子、谷田雅人、寺石八重子、

中沢英子、山口学、和田喬、和田照栄

石丸建材店

ライン測量設計会社

井澤久未、高橋加奈、竹崎寛将

10.出土遺物については、「07-1‐YHM」 (試掘確認調査)及び「07-2‐YHM」 (発掘調査)

と注記し、関連図面 。写真とともに香美市教育委員会で保管している。

重  機

測  量

整理作業
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主早 調査に至る経過

原南遺跡は、高知県立山田養護学校の南に位置し、平成元年度の遺跡分布調査により登録された

弥生時代から近世の追跡である。

県立山田養護学校は、昭和55年の高等部校舎建設のさいに遺物が出土したことにより、緊急発掘

調査を実施した結果、遺構が認められたため学校敷地内のほぼ全域を原遺跡と命名している。

今回、調査を実施する契機となったのは、香美市立保育園建設である。

「香美市次世代育成支援対策行動計画」の推進に伴い、香美市全体の子育て世代が誰でも利用で

きる保育サービスについて示した「香美市すこやか子育てプラン」が平成18年 5月 に策定された。

保育園への入所待ち児童の増加や保育時間の延長など多様なサービスが求められるなか、市内に複

数存在する保育園施設の多 くについて老朽化が進行していることをうけて、保育サービスの充実を

図るとともにまちづ くりの主要施策である少子化対策として、プランに沿って計画が進行した。

子育て支援センターの設置や、郊外に児童定員200人以内の平屋建てで送迎時に駐車スペースを

十分確保できる場所を条件として検討した結果、当該地が条件を満たす場所として選ばれたため、

周知の埋蔵文化財包蔵地である当該地において事前の発掘調査を実施した。

平成19年 12月 20日 から28日 にかけて試掘確認調査を行い、遺物包含層及び遺構等の有無を調査 し

た結果それらを確認した。

保育園建設の担当課と協議を行った結果、平成20年 2月 末までの条件で、発掘調査を平成20年

1月 8日 から2月 18日 まで行った。

Fig.1 香美市位置図

菓経 133° 41'
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第Ⅱ章 周辺の地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

香美市は、平成18年 3月 に土佐山田町・香北町・物部村の三町村が合併してできた市である。

高知県の東北部に位置し、四国山地南嶺から高知平野に至る物部川上中流域を占めている。南国

市、香南市、安芸市、大豊町、本山町、徳島県三好市、那賀町に接し、県都高知市からも近い位置

にある。

剣山を源とする物部川によって形成された本県最大の扇状地である香長平野の北端部にあり、市

域の約 9割を森林地帯が占める。

面積は538.22kmだが、大半が急峻な地形を覆う森林となっており可住地面積は平野部を中心に 1

割強にとどまる。人口は28,687人 (平成21年 2月 現在)を有する。

地質の特徴としては、西南日本外帯の秩父帯に位置するということがあげられる。四国の秩父帯

は、大樽―杉田構造線、神原谷―岩改構造線によって三カ所に分類される。香美市は地域の過半部、

三カ所のうち最北端にあたる秩父帯北帯に位置し、その南部は中帯及び南帯に位置する。

また、国の天然記念物及び史跡として指定をうけている龍河洞は、虚空蔵山層群 (三畳系)の石

灰岩体に発達しており、日本の代表的な洞穴生物が生息する鍾乳洞として有名である。

天狗岳不整合は、市西部の甫喜ガ峰 (標高61lm)に端を発し浦戸湾に注ぐ新改川 (国分川)右

岸の新改地区でみられ、県天然記念物に指定されている。休場層 (古生代二畳紀)チ ャートの上に

領石層 (中生代白亜紀)の基底礫岩が堆積しており、休場層の堆積後9,000年間陸上にあって再び

沈降して、そこに領石層が堆積し不整合を形成した。

全体の地層が北に70～ 80度の傾斜を示して逆転しており、領石層の上に休場層が堆積している

かのように見えるのが特徴である。

発掘体験風景
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Fig.2 周辺の遺跡分布図 (S=1/25000)

1 原南遺跡 弥生～近世 15 稲荷前遺跡 弥生～近世 29 大西土居遺跡 弥生

2 原遺跡 弥生～近世 16 楠目遺跡 弥生～近世 30 前ノ芝遺跡 弥生～平安
Ｏ
υ 高柳遺跡 弥生～中世

，
ｒ 伏原大塚古墳 古墳

０
じ 郷本遺跡 弥生 。古墳

4 高柳土居城跡 中世 18 大塚遺跡 弥生～近世 32 宮田遺跡 弥生～近世

5 ―ツ橋遺跡 古墳～平安 19 ひびのき遺跡 弥生 古墳 33 山田堰 近世

6 時久遺跡 古墳 20 ひびのきサウジ遺跡 弥生～近世 34 ンタノヂ遺跡 古墳～平安

7 クロアイ遺跡 弥生～中世
９

留 ひびのき岡ノ神母遺跡 弥生～中世 35 林田遺跡 弥生～中世

8 野々下遺跡 古墳～平安 ９
留

９
留 小倉山古墳 古墳 36 日吉神社遺跡 平安

9 下夕野遺跡 古墳～中世 23 鏡野学園古墳 古墳
″
′

０
０ 加茂遺跡 古墳～中世

10 大領遺跡 古墳～中世 24 伏原遺跡 弥生～平安 38 加茂神社西遺跡 古墳～中世

ヤイタ遺跡 古墳～中世 25 長谷川丸遺跡 古墳～平安 39 烏ヶ森城跡 中世
９

留 下門田遺跡 古墳～中世 26 メウカイ遺跡 弥生～中世 40 ガニウド遺跡 古墳～中世
Ｏ
υ 東時光石遺跡 古墳

ワ
ｒ

９

“ 楠目城跡 中世 41 町田遺跡 弥生～中世

14 古町西遺跡 弥生～平安 28 ひびのき大河内遺跡 弥生～近世 42 町田堰東遺跡 縄文～中世

Tab l.原南遺跡周辺遺跡名一覧
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第 2節 歴史的環境

縄文時代は、県西部に遺跡が多く分布する。仁淀川水系の不動ガ岩屋洞穴遺跡 (佐川町)や四万

十川水系に属する十川駄馬崎遺跡、木屋ガ内遺跡 (四万十町)な どで早期押型文土器、厚手無文土

器が出上している。

近年では、香長平野を流れる物部川流域左岸の刈谷我野遺跡より、早期に属する遺構が見つかっ

た。縄文土器片が多く出土している。

また、吉野川上流にあたる穴内川流域の飼古屋岩陰遺跡、新改川流域の開キ丸遺跡でも早期押型

支土器及び無文厚手土器の出土が確認された。

同じく吉野川水系の縄文時代の遺跡として知られているのは奥谷南遺跡 (南国市)である。中期

に属する堅果類貯蔵穴が8基検出されている。

物部川流域においては、早期の刈谷我野遺跡が全国的に知られている。河岸段丘上に位置し、土

坑及び植物質加工石器が集中して検出されたことから、集落遺跡と考えられている。

前期初頭上器、晩期前半土器及び貯蔵用ピットが検出された美良布遺跡では、竪穴住居址は検出

できず、掘立柱建物が存在した可能性が指摘されている。

弥生時代は、物部川下流域に位置する田村遺跡群 (南国市)に代表される前期の集落が県内各地

に出現し始めたのを契機として、前期末頃より多くの弥生集落が出現する。香美市において弥生時

代の遺跡が確認されたのは、高地性集落及び洞穴遺跡が出現する中期に至ってからである。

後者に属する龍河洞洞穴遺跡は、鍾乳洞の洞穴内に炉跡を伴う居住スペースが確認されている。

後期にさしかかると、遺跡数は劇的に増加する。ひびのき式土器の標準遺跡となったひびのき遺

跡では、弥生後期中葉 (ひ びのきI式土器)か ら弥生後期末 (ひ びのきⅡ式土器)の遺物が出土

し、ベッド状遺構を伴う隅丸方形の竪穴住居址が検出された。

原南遺跡は弥生時代中期後半から近世に至る複合遺跡である。弥生時代中期としては初の出土例

となった高床倉庫跡が確認された。

また、ひびのきⅡ式上器が多く出上しているひびのきサウジ遺跡では、竪穴住居址と奏棺墓 9基

が検出された。弥生時代後期の集落と墓制を研究するうえで貴重な資料である。なかでも、素掘り

の井戸であるSElから出土した一括資料は当地域における古代の土器編年を考えるうえで貴重な

ものとなった。ST8では讃岐からの搬入品を含め良好な資料が多数出土している。

弥生時代後期末から古墳時代初頭と位置づけられる伏原遺跡では、都市計画道路の延長に伴う発

掘調査が近年進んでいる。古代、近世以降にわたる複合遺跡であることが発掘調査によって確認さ

れた。

物部川下流の左岸に位置する下ノ坪遺跡 (香南市)で も後期に属する竪穴住居址が検出されてお

り、出土遺物には讃岐からの搬入品もみられた。また、古墳時代後期の住居址と住居に付随するカ

マドが報告されている。

古墳時代には一辺34mの大型古墳で、全国にも類例がない円筒埴輪が周溝から出土している伏原

大塚古墳をはじめとして、須江ツカアナ古墳など平地に古墳が築造されている例も見受けられる。
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古代になると、新改・植・須江地区の山麓部に窯跡が多く造られた。現在40数力所確認されてお

り、比江廃寺跡 (南国市)の瓦を焼成したタンガン遺跡や土佐国分寺の平瓦を焼成した東谷遺跡が

存在する。

また、「大領」の地名が残る物部川右岸の大領遺跡は、古代香美郡の官衛推定地と考えられている。

中世は、平地の城館跡として知られている高柳土居跡は現在もなお土塁跡を残しており、発掘調

査では内堀及び外堀、石列などが検出された。隣接する高柳遺跡からは15世紀後半から16世紀中頃

の柱穴等が検出されており、在地豪族の城館として成立した後、長宗我部氏による地方統一の流れ

のなかで土居屋敷へと行こうしていったことが明確になっている。

また、戦国大名山田氏が楠目城を拠点として領主制支配を展開するが、天文年間には長宗我部氏

に攻められて減亡した。平成 9年度に確認調査を実施し柱穴を伴う曲輪の存在が確認されている。
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出原恵三『美良布遺跡』 (1991)香北町教育委員会

岡本健児他『龍河洞』 (1974)龍河洞保存会

岡本健児 。広田典夫『ひびのき遺跡』 (1977)土佐山田町教育委員会

出原恵三 F原南遺跡発掘調査報告書』 (1984)高知県文化財団埋蔵文化財センター

高橋啓明 Fひびのきサウジ遺跡』 (1990)上佐山田町教育委員会

小松大洋・池澤俊幸・出原恵三『下ノ坪遺跡 I』 (1997)野市町教育委員会

廣田佳久『伏原大塚古墳』 (1998)土佐山田町教育委員会

山本哲也 F高柳遺跡・高柳土居城跡発掘調査報告書』 (1992)土佐山田町教育委員会

中山泰弘 F楠 目城跡』 (2002)土佐山田町教育委員会
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第Ⅲ章 調査の概要

第 1節 試掘確認調査

原南遺跡内に香美市立保育園の建設計画が浮上したことにより、担当課と計画の概要及び対象区

域の確認並びに調査予定期間についての話し合いをした結果、対象面積5,608∬ に対し平成19年 12

月20日 より28日 にかけて試掘確認調査を実施することを決定した。

周辺の地権者からの同意と理解も得られ、比較的スムーズに調査を実施することができた。

試掘確認調査では、対象区域内に計8カ 所のトレンチを設定した。重機により表土を除去した後、

人力を併用し遺構及び遺物の検出に努めた。 トレンチの規模は3m× 3mを基本とする。

TRl、 TR2においては遺構及び遺物は確認できなかった。耕作土直下より黒ボクがみられる。

堆積状況はほぼ水平で、黒ボク層は厚い。表上下1.5mよ り人頭大の川原石が多く堆積している。

TR3、 TR5、 TR6、 TR8で は遺構が確認できた。

西に行 くにつれ、検出面は深 くなる傾向にある。

Fig.3 試掘確認調査 トレンチ位置図

-14-



TRl

―

TR5

荒声―f一
:こ二iここ:島許甲

I引 OYR2/3  黒褐色粘質土 (し まり有、マンガン合む。遺物包含層 )

圧引 OYR2/2  黒掲色粘質土

TR 2

1:耕作土

I:I層 よりやや明るい土

Ⅲ:10YR5/4  にぶい責掲色砂質土

Ⅳ¬ OYR4/4  掲色砂質土I:耕作土

工:10YR1 7/1 黒色粘質土

肛判 OYR2/2  黒掲色粘質土

V¬ OYR2/1  黒色粘質土

V判 OYR5/4  にぶい黄褐色砂質土

Ⅵ :10YR4/4  掲色砂質土磯混層 (入 頭大の石混 )

TR 3

-                       
こ

Ⅳ             Ⅳ

I:耕作土

I:基盤層

皿引 OYR2/3  黒褐色粘質土 (し まり有、マンガン含む。遺物包含層 )

V¬ OYR2/2  黒掲色粘質土

I:耕作土
I:基盤層
皿:10YR2/3
V:10YR2/3
V:10YRl,7/1
Ⅵ:10YR
VI:10YR5/4
WE:10YR4/4

黒褐色粘質土 (し まり有、マンガン含 む。遺物包含層 )

黒褐色粘質土 (し まり有、通物包合層 )

黒色粘質土

にぶい黄掲色粘質土 (し まり有、通物包合層 )

にぶい責褐色砂質土

掲色砂質土磯混層

TR 7

I:基盤層

五引 OYR2/3  黒掲色粘質土 (し まり有、マンガン含む。遺構検出面 )

肛:10YR2/2  黒褐色粘質土

I:耕作土

I:基盤層

Ⅲ:10YR2/2  黒掲色粘質土

V¬OYR2/2  黒褐色粘質土 (Ⅲ層 と比べて褐色が強い)

Dと はいずれも290m

Fig.4 試掘確認調査土層断面図

I:耕作土

I判 OYR2/3  黒掲色粘質土 (し まり有、マンガン含む。通物包含層 )

Ш引 OYR2/2  黒褐色粘質土

TR 8

閣
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第2節

試掘確認調査の結果を基に、逆 L字型の調査区の東側で南北に長い部分を I区、北側の東西に長

い部分をⅡ区と設定した。

表上下約40clllで遺構が確認できた。

I区

南端は黒ボクの検出面がなく、遺構及び遺物はほとんど確認できなかった。 SBl付近になると、

柱穴がいくつか出現する。

土娠も数基検出しているが、溝跡や住居跡は確認できなかった。

Ⅱ区

表土直下、基盤層から遺物包含層にかけて、須恵器片を多 く含む。

住居跡と考えられる遺構を西端で検出している。この地点は、基盤層から包含層までの遺物出土

量が多かった。溝跡も確認しており、底面から遺物が出土している。

Fig.5 調査区位置図

-16-
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第V章 遺構と遺物

1.掘立柱建物跡

SBl(Fig。 7)

調査区南で検出された。 2間 ×2間の掘立柱建物である。柱間距離は1.4～ 1.7m、 柱穴規模は

40～60cmで、プランが方形のピットがある。上師器及び須恵器の細片が出土しているが、図示でき

るものはなかった。柱穴の埋土は10Y R 2/3黒

褐色粘質上である。

SB2(Fig.8)

調査区北寄 りで検出された。 2間 ×2間の掘立

柱建物である。柱間距離は 1.8m、 柱穴規模は、

36～ 68cmで、プランは円形及び楕円形である。

土師器及び須恵器の杯身と杯蓋が出上している

が、図示できるものはなかった。

柱穴の埋土はいずれも10Y R 3/2黒褐色粘質

上である。
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ｉ
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⊆〕一

⑩
　
Ю
‐

‐
〔
）

2.竪 穴住居跡

STl(Fig。 10)

調査区西端で検出された、隅丸方形の竪穴状

遺構である。後世のものと考えられる柱穴が多

く、STlに伴う柱穴を断定できなかった。

黄色及び赤色上の集中を遺構内の北で―ヵ

所確認している。出土遺物は、土師器・須恵器・

鉄器のほか 2、 2がある。 1は、土師器杯で2

11ull程度の砂粒を含む。底部にはヘラ切痕が残

る。胎上の色は 10 Y R 7/2に ぶい黄橙色で

ある。

2も 同じく土師器杯である。胎土は10 Y R

8/2灰白色で、底部にはヘラ切痕が残る。日

縁部から胴部にかけて横方向ナデ調整が見ら

れ、底部からやや直立気味に立ち上がる。

DL=295m

Fig.7 SBl平 面図及びエレベーション図

――DL=290m

Fig.8

0                  4m

SB2平 面図及びエレベーション図
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0               12 cn

Fig.9 sTl出土遺物実測図

3.溝

SRl (Fig。 12)

調査区西端で検出され、 STlの 北に

位置する。

深さは約60clllで、埋土は黒ボクと下層

に褐色粘質土が堆積しており、南には砂

岩とチャー トの集石が見られた。

遺構 の底 か ら遺物が出土 してい る

(Figll-3～ 5)。 3は、須恵器である。

日縁部から内面にかけて砂粒が付着 して

いる。 4も 須恵器で、内外面は横方向の

ナデ調整を施す。

5は、弥生土器である。 2～ 4 cm程度

の砂を含む。外面には丁寧なミガキが見

られる。

埋土中から出上した遺物は、土師器 と

須恵器が多い。

0                 12 cm

Fig.1l SRl出土遺物実測図

A― A ___.____=面
〒―‐Jl~~全

' D卜
287m

I判 OYR2/3 黒掲色粘質土 (土師器、須恵器片含む)

I:10YR2/1 黒ボク

0                       4m

Fig。 10 STl平 面図及び断面図

I引 OYR3/2 黒褐色粘質土 (遺物、淡い黄色土の粒含む)

工110YR2/2 黒掲色粕質土

Ⅲ¬ OYR3/2 黒褐色粘質土 (淡 い責色上の粒やや多い。弥生土器片含む)

V引 OYR2/1 黒色粘質土

0                        4m

Fig.12 SRl平面図及び上層断面図
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4.土壊

fO― S K ll

調査区中央に位置する。幅 lmの 円形で深さ54cmを

測る。橋鉢状を呈しており、性格は不明である。

埋土は、黒褐色粘質土ににぶい黄褐色土が混じり、ま

だら状になっている。しまりはなかった。

図示できる遺物は出土していない。

S K15

調査区北西に位置する。プランは長方形を呈すると

考られる。深さ約60cmを 測 り、床面はほぼ水平である。

土師器及び須恵器片が出土しているが、図示できるもの

はない。

5.柱 穴

調査区北で検出された柱穴である。P83は長径 58cmの

楕円形で深さ38cmを測る。P84は 54cmの 円形で深さ46cm

を測る。P83か らは敲石 (63)が出上している。

I区のP78か らは、遺構内の側面に張 り付 く形で輪高

台が付いた土師器椀 (13)が出上 している。P300か ら

出土した瓦質土器鍋の口縁部 (20)は 、細長い砂岩を縦

にした状態の中から出上した。

また、 STl東 のP278か らは古銭が出土 している。

破損 しており、外面もかなり磨耗 していることから図示

できなかった。

6.出 土遺物について

出土遺物のうち、包含層出土となっているものの中に

は、調査区北から出上した遺物もある (N045～ 58、 67

～70)。

弥生土器から近世陶磁器まで時代は幅広いが、特に多 く

見られたのは須恵器と中世の遺物である。23は土師器奏

である。頸部に一条沈線が巡り、内面には横方向のハケ

調整が見られる。外面に被熱して黒くなった部分がある。

外面は縦方向にハケで仕上げ、内面は指頭圧痕が顕著に

見られる。胴部から底部にかけてヘラケズリが認められ

る。

I:10YR3/2 黒褐色粘質土

Ⅱ判 OTR2/2 黒褐色粘質土 (10YR4/3にぶい黄褐色粘砂土混 じる)

Ⅲ判 OYR2/3 黒掲色粕買土

V引 OYR4/4 褐色砂質土 (地山)

Fig.13 SRl平面図及び土層断面図

、ヽ、■ ノ́

I引 OYR3/2 黒掲色粘質土

Ⅱ H OYR2/2 黒掲色粘質土 (固 くしまっている)

Fig.14 S K15平面図及び断面図

―
((::)〔〔:5')―

離

呻 m

I判 OYR3/2 黒掲色粘質土 (淡 い責色上の粒少量含む)

五引 OYR2/2 黒掲色粘質土 (固 くしまっている)

Ⅲ封 OYR2/3 黒掲色粘質土 (淡 い黄色土の糧やや多い)

P83:10YR3/2 黒褐色粘質土

P34:10YR2/3 黒掲色粕質土

0                       4m

Fig.15 P83.P84平 面図及び断面図
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Fig.16 出土遺物実測図 1(遺構及び包含層出土)

0               12 cm

-22-



ヽヽ

‐試
輔
岬
０
４。

｀
｀ヽ
、、

=〔三三土三三三三三:三三三」t____11望 :三≡{:5=:多
'カ

メ

51

丞凪た

鱒 60

0              6 cm

Fig.17 出土遺物実測図2

0               12 cm

rヨiii意を,59

-23-

(遺構及び包含層出土)



甲

∝
Ⅷ
晩

留
翰
＝
Ⅷ
□

一

一一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱

組―e一o―θ― o― ―
と72U■Z蝋
0

③
67    68     69  ()70

Fig.18 出土遺物実測図3(石製品、土錘、鉄製品)

-24-



番号 挿図番号 遺 構 器  種 器  形

法 量 (cm)
特 徴 備  考

口径 器高 胴径 底 径

1 Fig.9 STl 土師器 杯
内外面横方向のナデ調整。底部はヘラ切痕あ り

斜上方に立ち上が り、日唇部 は丸 くおさめる

Fig9 STl 土師器 杯
内外面積方向のナデ調整。底部はヘラ切痕あ り

斜上方やや直立気味に立ち上が り、口唇部は丸 くおさめる

3 Fig ll
SRl
バンク 須恵器 高杯か 238 内面に砂付着。外面口縁部沈線二条め ぐる

Fig ll SRl 須恵器 不 明 孔42 胴部一条沈線め ぐる

5 Fig ll SRl 弥生土器 高杯 外面 ミガキ。内面指頭圧痕あ り。胎土に 2～ 3ullの 砂粒含む

6 Fig 16 SK2 須恵器 杯 身
内外面ナデ調整。立ち上が りは内湾気味に内傾 し、端部は細

7 Fig16 SK4 瓦質土器 鍋 外面に煤付着。日唇部に一条沈線め ぐる

8 Fig 16 SK9 須恵器 〓霊 内外面回転ナデ調整。肩部に一条沈線め ぐる

9 Fig.16 SK17 須恵器 胴部に文様あり。胎土に2～ 3a alの 砂粒多く含む

Fig 16 土師器 杯 内外面回転ナデ調整。底部回転糸切痕あ り 底部糸切 り

Fig■ 6 陶磁器 内外面及び口唇部に薄 く施釉。内面三条の線あ り

Fig 16 土師器 鍋 内外面ナデ調整。胎土に雲母、4～ 5auの砂粒含む

Fig 16 P78 土師器 椀
内外面ロクロ調整。断面方形の高台がつく胴部は内湾して立
ち上がり、日縁部は外反する

Fig 16 P96 須恵器 鍋 内外面に枝方向ナデ調整

Fig 16 土師器 釜 外面に煤付着。胎土に雲母混 じる。内外面横方向ナデ調整

Fig 16 P155 備前 捕鉢 日縁の平坦部が幅広 く作 られている。内外面ロクロ調整 Ⅳ期

Fig■ 6 土師器 皿 斜め上方に立ち上が り、湾曲すると上に向かって立ち上がる

Fig.16 P183 須恵器 杯
斜め上方に立ち上が り、湾出すると上に向かって立ち上がる

内外面ロクロ調整

Fig■ 6 P201 瓦質土器 鍋
外面日縁部下に媒付着。内外面横方向ナデ調整胴部は内湾気

味に立ち上がる

Fi316 冗質土器 鍋
内外面横ナデ調整。日唇部 に一条沈線め ぐる

日縁部は真上を向いて立ち上がる

Fig 16 P329 須恵器 236 内外面ロクロ調整。内面 に自然釉

Fig 16 包含層 須恵器 短頸重 内外面ロクロ調整。日縁端部は九 くおさめる

Fig 16 包含層 土師器 発
日縁部内外面横方向ナデ。内面指頭圧痕、胴部～底部に

かけてケズリ。口唇部に一条沈線め ぐる

Fig 16 包合層 陶磁器 口唇部に凹みあ り。皿か

Fig 16 包含層 弥生土器 甕 内面横方向ナデ調整。 2 nd程度の砂粒混 じる

Fig 16 包含層 土師器 甕 144 内外面 とも磨耗が激 し�

Fig 16 包含層 土師器 養 口縁部内外面横方向ナデ。外面頸部縦方向のハケ調整

Fig■ 6 包含層 土師器 播 鉢
二次焼成を受けた痕跡あり。注目、4条 1単位の信り目が認
められる

Fig 17 包含層 須恵器 杯蓋
天丼部外面にヘラ切痕あ り。端部は九 く収める内面横方向ナ

デ。日縁部少 し上に一条沈線め ぐる

Fig■ 7 包含層 須恵器 杯 蓋
天丼部外面にヘラ切痕あ り。端部は九 く収める内面積方向ナ

デ。外面 も横方向ナデだが所々に縦方向ナデ

Fig 17 包含層 須恵器 杯 身 焼成不良。内外面 とも磨耗が激 し�

Fig 17 包含層 白磁 碗 日縁部に薄 く肥厚する玉縁 を持つ

Fig 17 包合層 土師器 椀 真下を向 く高台が付 く

Fig■ 7 包含層 土師器 皿 「ハJの字状に開く断面方形の高台が付く外面にロクロ調整

Fig 17 包含層 土師器 杯 内外面ロクロ調整。底部糸切痕あり

Fi317 包含層 須恵器 杯蓋 内外面 ロクロ調整。 日唇 部外反す る

Tab.2 遺物観察表 (N01～ 36)
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番号 輝図番号 遺  構 器  種 器  形

法 量  (cm)
特 徴 備  考

口径 器 高 胴 径 底径

Fi317 包含層 土師質土器 羽 釜 224 外面媒付着

FIg 17 伍含層 土師質土器 鋼 222 外面煤付着、右上が り叩 き目痕。内面横方向ハケ調整 播磨型

F1317 包含層 殊生土器 鉢
外面左上が りのハケ調整。内面横方向ハケ調整。日縁部内外
面 ヨヨ方向ナデ。斜め上方に立ち上が り外反

Fig■ 7 包含層 土師器 鍋脚部 荒粒砂含む

FIg 17 包含層 備前 橋鉢 % 胎± 2mm程度の石英含む Ⅳ期

42 Fi317 包含層 陶磁器 碗 154 内外面に施釉

Fig 17 包含層 須恵器 壷 外面に燥付着

44 FIg 17 包含層 国産陶磁器 不 明 外面日縁部に宝文か

Fig.17 包含層 弥生土器 莞
口唇部に円形浮文。胴部外面縦方向にハケ調整内面ヘラケズ
リ V-2様式か

46 FIg 17 包含層 土師質土器 杯 46 底部回転糸切痕。内外面共にロクロロが顕著

47 Fi317 包含層 土師器 杯 272 底部糸切痕。内外面共にロクロロが顕著

48 FIg 17 包含層 弥生土器 鉢 掏赤缶曹督勢高字排含胃暑請傘泉管選錦矢歩義曇
あリロ縁部

49 Flg.17 包含層 須恵器 杯 身 3つ 内面には成形時に生 じた凹凸が残る

50 Fi317 包含層 須恵器 杯 身 ■1 厚みがあ り、内面に凹凸が残る 焼成不良

Fi317 包含層 須恵器 杯 94 高台は畳付けが広 くつ くられている。外面ナデ調整

Fi317 包含層 須恵器 高杯 124 内外面横方向ナデ調整

Flg 17 包含層 須恵器 皿 24 内外面横方向ナデ調整。日縁部は九 くおさめる

Flg.17 包含層 瓦質土器 鍋 外面胴部から下媒付着。日縁部内外面積方向ナデ調整。胴部
は内湾気味に上が リロ縁部は真上を向 く

Fi317 包含層 青磁 碗 54 底部露胎。見込に文様あ り

Fig17 包含層 青磁 杯 蓮弁あ り

Fi317 包含層 備前 繕鉢 内外面横方向ナデ調整

FIg 17 包合層 自磁 碗 口縁部玉縁

Tab.3 遺物観察表 (NO.37～ 58)
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醐 碧 蹄藤番号 舜 縛 器     

―
驀璧 器 形

法1量―
働

備  考

筆 査幅 含厚

59 Fig 17 P91 練 洪却 蝶 研と「u」 め争ゅ船嚇瑯鞘隔 分1とが散じイ咤

60 郎a17 笹缶議 攀 理 撃 燃

61 聴 準 SRユ 石器 駆 1ぬ 鰤 か 砂岩。機痕あり

骸 4騨a P40 店碁 駆 蟻 、1/2A鳥 倒面に隷

“

痕お,

63 Fig.18 PBS 石器 節 醐 翰 ZI 紗岩a1/2祭撮Ⅲ
=面

F擦藤●側面に離4藻う

'
64 Fヽェ1を P130 1石器 強 石 ma 5西 27 醸 ■二巨■慄翼燕あり

66 ru3 包含層 石 器 嚇 重う 郷 II 砂岩,こ面に使用痕あケ.表面が劇盤

'て

いる

66 Π感18 包含職 石器 願 盟 0 郷

W Figi暉 | 包1含藉 坤 46 10 略

68 鞭 包含層 鞠 49 凛 一酪

働 鞭 , 鎗 壊 管求と簸 説 二奪

70 |口れ麟lЭ 笹含層 錐 軽 一岳 単

“
・れ 1聴B 1包書層 靭 132 22 09

ワ 聴 盗 包含層 鐵 41写 M 蛹

Tab.4 遺物観察表 (N0591～ 721
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Ⅲ

I区 調査前風景

I区 遺物出土状態
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PL2

[区 遺物出土状態

I区 作業風景
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PL3

fJ

I区 遺構検出状態

遺構完掘状態
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I区



PL4

I tt P 78 遺物出土状態

Ⅱ区 SK9遺 物出土状態
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PL5

Ⅱ区 遺物出土状態

Ⅲ区 P138土層断面
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PL6

Ⅲ区 遺構検出状態

Ⅱ区 遺構完掘状態
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Ⅱ区 SDl 土層断面

Ⅱ区 SDl 遺構検出状態

-36-



一と8 -

と|

ぽ酔イⅢⅢ

8¬d



PL9

| :|

-38-



-68-

~■14榔
甥麟攀攣騨報管:

顎・
警

0卜¬d



PL ll

Q9@

-40-



P L 12

‰
６５

-41-



ぶ  り  が  な はらみなみ い せき

書 名 原 南 遺 跡

一邑 書 名 保育園建設に伴う原南遺跡発掘調査報告書

巻 久 1

シ リ ー ズ 名 香美市文化財調査報告書

シリーズ番 号 第2集

編 著 者 名 小林麻由

編 集 機 関 高知県 香美市教育委員会

所 在 地 〒782-0017高知県香美市土佐山田町岩積 365番地 1

発 行 年 月 日 平成 21年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ湘革 東経
調査期間

調査面積

(だ )

調査原因
市町村 遺跡番号

はらみなみ い せき

原 南 遺 跡 高知県

香美市

土佐山田町

赤シサイ

1150,1151,

1152,1153番地

393231 190136 33°

35'

399'I

‐３３。
Ｔ
Ｍ

試掘確認

調査

平成19年

12ゲ]20日

1

12月 28日

発掘調査

平成20年

1月 8日

1

2月 18日

試掘確認

調査

721置

発掘調査

580■正

香美市立

保育園建設

に伴う埋蔵

文化財発掘

調査

所収遺跡名 種   別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

はらみなみ い せき

原 南 遺 跡 散布地

集落跡

弥生ん近世 掘立柱建物

溝 跡

柱穴、土壊

弥生土器、土師器、

須恵器、土師質土器

瓦質土器、陶磁器



香美市業化財調査報告書弊確集

原南遺 跡
i市立保育園建設に伴う理蔵支牝財発掘調査報告書エ

平成121年 3月 251日

発行 高知県香美市教育委員会

〒782-0017

高知県香美1市土佐山H町岩積 365… 1

印刷 川北1印刷株式会社
―




